
片
山
正
直
著
「
倫
理
學
新
講
」
を
讃
む

1

村
喜
久
　
治

　
　
　
糎
に
倫
理
學
概
論
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
居
る
書
物
は
實
に
多
い

　
　
が
、
本
轡
の
如
く
明
か
に
背
後
に
吾
が
口
本
の
漸
漸
照
変
哲
學
を

　
　
匙
ち
、
そ
こ
に
立
場
を
と
っ
て
経
始
饗
ち
ざ
る
一
貫
の
論
理
を
進

　
　
め
て
み
る
書
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
韻
淺
哲
學
の
絶
封
現
費
の

　
　
論
、
理
は
難
解
と
世
聞
で
歎
は
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

　
　
斯
程
雫
明
に
、
而
か
も
倫
理
學
的
諸
開
題
に
聯
關
さ
せ
て
共
側
面

　
　
的
展
隔
を
す
る
こ
と
は
田
漫
哲
學
そ
の
も
の
が
著
者
其
人
の
血
と

　
　
な
り
肉
と
な
っ
て
溝
化
さ
れ
て
み
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
ら
う
か

　
　
ら
、
こ
の
一
書
は
結
局
濃
墨
氏
其
入
の
倫
理
一
瞬
を
語
る
も
の
と
云

　
　
　
つ
て
差
支
へ
な
い
。

　
　
　
氏
に
依
れ
ば
、
人
は
個
盤
的
、
共
問
艦
的
、
全
盤
的
（
世
界
的
）

　
　
と
い
ふ
三
重
相
即
の
本
質
存
在
で
あ
る
が
特
に
青
鷺
漏
斗
酌
存
在

　
　
．
が
全
と
掴
と
を
媒
介
統
一
す
る
。
共
醐
髄
を
中
心
と
し
て
平
入
と

」
7
5

∬
　
　
　
　
　
　
　
　
片
画
正
窟
署
【
．
倫
理
畢
新
講
」
を
譲
む

枇
界
と
は
統
一
さ
れ
、
此
統
一
を
通
じ
て
共
同
膿
は
展
開
さ
れ

る
。
個
人
と
共
同
髄
と
世
界
と
の
三
は
一
で
あ
り
一
は
三
で
あ

る
。
こ
の
三
即
一
的
佛
憾
逡
を
も
つ
働
き
が
吾
々
の
下
図
で
あ
り
、

斯
か
る
入
聞
の
木
質
的
存
在
性
絡
…
の
純
翼
な
る
統
一
展
開
が
倫
理

道
徳
に
外
な
ら
ぬ
（
十
五
一
十
七
頁
）
。
此
等
三
者
は
無
難
作
竺

に
融
合
し
て
み
る
の
で
も
亦
濫
立
的
に
一
二
と
な
っ
て
み
る
の
で
も

な
く
、
協
興
實
に
は
互
に
他
を
否
定
し
・
曾
っ
て
夫
々
の
狐
自
性
を
現

は
し
つ
つ
同
時
に
軍
に
否
定
に
隠
語
せ
ず
否
定
を
否
定
し
て
縄
醤

否
定
的
に
瞭
一
し
荷
か
も
新
だ
な
る
否
定
へ
再
び
展
開
し
て
ゆ

く
。
こ
れ
は
「
奪
…
液
な
る
絶
…
封
否
定
的
麟
一
の
道
」
で
あ
け
「
自
由

な
る
絶
鍬
肯
定
的
選
立
の
道
」
で
あ
り
根
本
倫
理
に
外
な
ら
な
、
い

（一

l
［
四
［
買
［
、
　
…
山
脚
O
贈
貝
）
o
此
塵
に
明
瞭
に
　
絶
…
謝
現
量
の
田
遽
暫
學

の
論
理
を
h
見
る
。
爾
ほ
　
回
者
が
二
丈
に
も
語
り
て
居
る
如
く
和
辻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝦
錠
　
、
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慧
離
硲
究
　
第
二
胃
八
十
、
五
、
號

倫
理
學
の
箸
砦
の
倫
理
槻
へ
の
決
定
的
影
響
も
野
蒜
に
こ
こ
に
螢

回
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

　
唯
和
辻
倫
理
畢
か
ら
よ
り
多
く
土
木
人
的
思
索
の
猫
創
性
を
學

ん
で
田
擾
哲
學
か
ら
よ
り
多
く
髄
系
的
整
合
性
と
徹
底
性
を
獲
得

し
托
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
個
人
・
共
同
騰
7
枇
界
の
三
師
二
品

構
蓬
に
相
諭
し
て
欄
入
に
於
て
と
同
様
に
種
的
蕪
蒸
た
る
民
族
共

同
髄
に
於
て
も
構
…
造
契
機
と
し
て
「
土
」
「
血
」
「
騙
瓢
」
の
三
者
が

あ
る
と
し
、
此
等
三
者
が
そ
の
種
性
の
否
定
を
通
じ
て
、
民
族
の

風
土
た
る
「
土
」
は
天
地
郎
ち
翼
然
的
野
界
を
、
民
族
の
「
血
」

は
人
類
的
世
界
を
、
民
族
精
瀞
た
る
「
鍵
」
は
精
管
的
世
界
を
竜

ち
、
こ
の
艶
然
的
・
入
掛
的
・
精
…
紳
的
世
界
め
　
二
者
・
も
共
に
世
界
の

構
成
契
機
と
し
て
統
一
さ
れ
、
結
局
種
的
基
盤
の
脂
性
を
否
定
的

媒
介
と
し
て
こ
の
天
地
蘭
・
入
類
的
・
精
紳
的
世
界
は
自
己
開
示
さ

れ
、
世
界
は
ζ
こ
に
枇
界
す
る
（
九
三
頁
以
下
）
と
い
ふ
書
き
絶
野

宮
…
誰
法
的
思
索
が
巧
緻
と
思
考
さ
れ
る
程
に
本
書
の
凡
ゆ
る
問
題

を
轄
開
さ
せ
て
る
る
が
、
こ
れ
は
田
痛
論
學
に
負
う
て
居
る
と
思

惟
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
其
影
響
の
何
庭
か
ら
捲
り
照
る
か

を
問
は
す
と
も
此
書
を
廼
じ
て
最
後
の
一
頁
ま
で
貫
く
整
会
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

徹
底
性
と
が
讃
む
者
を
驚
か
し
め
る
程
で
あ
る
こ
と
、
著
者
の
苦

心
と
努
力
と
の
容
易
で
な
か
つ
允
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

　
吾
々
が
倫
理
の
何
允
る
か
を
知
ら
う
と
し
叉
倫
理
的
疑
問
に
苦

し
ん
で
枇
に
倫
理
書
と
し
て
磯
刊
さ
れ
て
る
る
も
の
を
繕
い
て
失

望
す
る
こ
と
は
、
野
晒
の
倫
理
書
は
危
げ
の
な
い
平
板
な
概
論
風

の
三
豊
は
完
全
で
あ
る
が
、
倫
理
の
何
．
た
る
か
を
髄
系
的
深
み
か

ら
岨
説
い
て
み
な
い
こ
と
で
あ
ウ
釘
等
眞
攣
な
る
入
生
の
倫
理
的
疑

問
に
答
へ
て
呉
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
倫
理
學
の
概
論
と

し
て
飽
く
ま
で
も
基
本
的
諸
問
題
を
解
明
し
っ
っ
髄
系
的
深
さ
を

底
に
把
持
し
て
人
聞
生
活
の
、
倫
理
上
の
、
叉
閣
民
生
織
上
の
諸

々
の
問
題
に
黒
く
騰
れ
夫
等
の
諸
問
題
に
明
快
な
る
解
答
を
輿
へ

暗
示
的
な
光
明
を
投
げ
て
み
る
。
例
へ
ば
死
の
問
題
（
三
〇
〇
買
）
、

悪
へ
の
傾
一
向
、
根
【
本
管
（
一
コ
瓢
買
、
三
芭
○
買
）
良
心
（
｝
二
〇
買
以
下
）

自
∵
田
へ
八
七
頁
以
下
）
の
問
題
、
延
い
て
は
個
人
物
思
、
マ
ル
ク
ス

主
義
叉
は
唯
物
史
㈱
酬
、
所
謂
全
髄
‡
一
義
、
ヒ
ュ
マ
ニ
ズ
ム
、
新
ヒ

ユ
マ
ニ
ズ
ム
の
批
翻
劉
（
一
七
七
一
二
〇
四
頁
）
に
も
及
び
、
且
つ
現
代

の
霊
要
問
題
た
る
正
嚢
の
解
明
（
二
三
㎜
買
以
下
）
、
　
職
事
の
倫
理

（
三
〇
九
買
以
下
）
、
雨
承
の
論
理
（
二
七
露
玉
以
下
）
等
ム
多
野
多
端
に

嚇



　
　
亙
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
σ
斯
く
の
如
く
永
遽
の
問
題
か
ら
斑
下

　
　
切
惚
ハ
の
問
題
に
至
る
包
括
的
論
蓮
を
概
論
と
し
て
の
本
書
に
於
て

　
　
取
上
げ
て
み
る
こ
と
は
、
た
と
ひ
十
年
を
超
え
る
講
義
を
経
て
の

　
　
結
果
の
著
述
と
は
い
へ
、
偲
…
へ
に
著
者
の
翼
面
目
な
る
努
力
と
獄
｛

　
　
惜
…
的
性
格
と
に
依
る
も
の
と
想
は
れ
て
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
　
勿
論
こ
こ
に
併
せ
て
溝
隠
さ
る
べ
き
こ
と
は
田
漫
哲
學
そ
の
も
の

　
　
が
斯
か
る
廣
汎
な
る
諸
藩
題
を
展
望
と
醐
断
の
裡
に
牧
め
得
る
も

　
　
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
從
っ
て
直
書
は
田
湯
｝
哲
墨
に
基
底
づ
け
ら
れ
る
と
い
へ
る
か

　
　
ら
、
個
入
・
共
問
艦
（
鍾
的
基
…
燈
）
・
世
界
の
三
者
の
う
ち
、
共
同
骸

　
　
が
基
臆
燈
鉱
主
髄
た
る
中
・
間
的
媒
介
者
と
し
て
具
糟
隅
臨
写
鴛
貫
在
で

　
　
あ
っ
て
、
個
入
と
世
界
と
は
一
落
共
同
骸
の
外
に
成
立
つ
が
、
共

　
　
に
胴
輪
膿
に
統
一
さ
れ
て
新
た
に
可
能
な
る
共
同
騰
の
生
超
郎
…
ち

　
　
建
設
の
軸
契
潔
夙
と
な
け
（
丹
塗
六
買
）
、
　
倫
理
貼
追
跡
は
綱
人
の
意
欲
の

　
　
事
柄
で
竜
な
く
、
軍
に
人
格
意
志
の
内
穽
で
竜
な
く
て
、
そ
れ
は

　
　
要
す
る
に
原
本
的
に
人
倫
の
濫
賢
相
と
し
て
種
無
基
膿
の
内
奥
に

　
　
横
は
る
（
…
一
〇
頁
〉
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
漸
く
て
墨
入
の
自
巳

　
　
企
謹
書
現
行
も
共
心
企
霜
建
設
行
も
世
界
企
繋
開
示
行
も
共
に
相

難
　
　
奮
蓋
馨
難
新
讐
響

熱
す
る
と
こ
ろ
に
充
全
な
る
人
滞
活
動
を
為
る
と
す
る
。
こ
こ
に

從
來
の
他
の
哲
學
磯
系
叉
は
倫
理
學
膿
系
に
見
ざ
る
播
州
た
し
て

論
叢
な
る
嫡
家
論
理
を
獅
兄
る
が
、
此
書
の
猫
…
異
性
も
亦
こ
こ
に
欝

着
す
る
。

　
経
り
に
一
二
著
者
に
整
む
べ
き
黙
を
指
摘
す
れ
ば
、
倫
理
學
が

方
法
と
し
て
諸
々
の
二
面
の
倫
理
學
、
倫
理
・
災
を
含
む
倫
理
の
歴

輿
科
學
を
媒
介
と
し
て
其
考
察
と
批
判
と
か
ら
内
に
蹄
っ
て
現
費

在
を
否
定
的
媒
介
と
し
て
猫
臨
的
な
ら
ざ
る
「
…
批
制
的
弓
紳
に
依

っ
て
貫
か
れ
允
絶
封
媒
介
的
方
法
」
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る

な
ら
ば
、
少
く
と
も
今
日
ま
で
の
璽
要
な
る
諸
他
の
倫
理
畢
禮
系

の
媒
介
批
嘱
が
木
書
に
於
て
も
企
て
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
允
著

者
が
鶴
に
宗
敏
福
耳
の
研
究
學
徒
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
だ
け
に

評
者
の
此
書
に
期
待
し
た
こ
と
は
、
著
者
の
｛
示
威
的
思
想
が
如
何

程
倫
理
槻
を
深
め
て
み
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
あ
っ
允
が
、
此
期
待

は
牛
ば
充
距
さ
れ
傘
ば
纂
切
ら
れ
允
。
そ
れ
は
特
に
最
絡
の
章
に

於
て
世
界
上
程
は
善
で
あ
る
か
否
か
の
設
問
を
な
し
、
世
界
は
必

ず
し
も
善
人
の
咲
　
方
で
は
な
く
て
世
界
は
叢
q
を
幾
る
と
共
に
悪
を

も
立
つ
允
の
で
あ
る
と
…
無
く
迫
り
つ
つ
、
斯
か
る
罪
悪
の
根
綴
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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嵜
購
岡
雷
　
寄
購
雑
誌
　
隣
號
貫
次

糞
界
そ
の
も
の
の
構
造
に
求
め
て
、
個
人
の
多
種
多
様
性
と
個
人

の
棚
互
断
絶
猫
存
性
を
取
鋭
し
、
結
局
世
界
眼
前
の
慶
さ
と
深
さ

と
が
斯
か
る
も
の
を
将
來
し
な
の
で
あ
る
と
し
て
倫
理
的
世
界
観

を
論
く
に
留
ま
る
。
然
し
倫
理
的
世
界
掘
は
宗
敏
酌
世
界
槻
に
よ

っ
て
翼
に
金
き
を
得
る
の
で
は
な
い
か
。
倫
理
勤
行
は
宗
敷
酌
信

に
よ
っ
て
翼
に
醜
醸
を
獲
る
の
で
は
な
い
か
。

’
本
書
が
近
來
稀
な
快
著
と
し
て
魔
く
一
般
に
讃
ま
れ
む
こ
と
を

評
者
は
特
に
蹴
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
大
阪
大
同
書
院
穿
刺
三
四
二

頁
定
慣
武
圓
八
拾
鐘
）

八
八
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